










「エゾシカの立木食害等天然更新等に与える影響調査」概要

●エゾシカが天然林に及ぼす影響は人工林に比べ、樹種や林齢など林分構造
が多様で面積も広大なため、把握が難しい。

平成２１年度からプロット設定に
よる調査を開始

詳細影響調査
※R3末 348箇所

◆固定調査区（４ｍ×５０ｍ）
→毎木調査（胸高直径１ｃｍ以上）
→稚樹調査（樹高３０ｃｍ以上）

◆林床植生調査区（２ｍ×２ｍ×５箇所）
→出現種の種名・被度・高さ

平成２２年度から簡易で広域的に
調査出来る方法を模索

簡易チェックシート
※R3.8月末 50,468箇所

・毎年4月～8月に実施
・樹木の枝葉やササの食痕の有無
・幹の角こすりや食痕の有無
・調査地周辺における足跡やシカ道、糞など
の痕跡の有無
→エゾシカの痕跡がない場合は０点
全ての痕跡が見られた場合は１００点

補完

・平成２６年度からは国有林・民有林ともに
同じ手法で調査を実施。

・平成２８年度からは9月～3月も実施し、
越冬地情報として調査（痕跡調査）

防鹿柵設置による影響調査
※R2から開始

◆固定調査区（約２００㎡）
◆対照区（約２００㎡ ※柵外）
→調査内容は「詳細影響調査」と同じ
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◆詳細影響調査の固定調査区

◆防鹿柵調査

防鹿柵

林床植生調査
調査区







阿寒摩周国立公園







事業実施場所：4297林班ろ小班

内容：根釧西部森林管理署管内の川湯地区国有林では、樹木の食害などエゾシカ
による森林被害が発生しており、阿寒摩周国立公園に設定されている川湯地
区においては希少な植生が被害を受けるなどエゾシカ被害は深刻であること
から、今年度から当該地区で囲いワナによる捕獲を実施することにしました。
また、捕獲個体の処理については、食肉利用を前提とした、ジビエ利用の

可能性の拡大に努めるものとしています。

事業委託先：北泉開発株式会社

捕獲実績

♂ ♀
2月1日
2月2日 2
2月3日 2
2月4日
2月5日
2月6日
2月7日
2月8日
2月9日 1
2月10日
2月11日
2月12日
2月13日
2月14日
2月15日 1 3
2月16日
2月17日
2月18日 1
2月19日
2月20日
2月21日
2月22日
2月23日
2月24日
2月25日
2月26日
2月27日
2月28日

小 計 2 8
合 計 10



根釧西部森林管理署とのエゾシカ捕獲連携事業

【目的】
本町の農林業被害の軽減を図るため、町が実施するエゾシカ有害捕獲事業及び一斉捕獲事業に際し、根

釧西部森林管理署と白糠町による「白糠町白糠地区国有林内におけるエゾシカ捕獲に関する協定」を締結
し相互連携による被害対策を講じる。

【内容等】
・実施時期 ～ １月～３月
・鳥獣保護区内における有害捕獲の許可
・白糠町鳥獣被害対策実施隊員（58名）による一斉捕獲事業における林道の除雪及び餌による誘引

【実施場所】
・左股林道（延長 5800ｍ）の周辺国有林（上茶路鳥獣保護区）
・林道新興松川線（延長 8300ｍ）の周辺国有林

【費用負担】
・林道除雪及び誘引に係る費用～根釧西部森林管理署
・捕獲に際し捕獲者へ支払う報酬等～白糠町
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